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看
護
婦
監
督
や
教
員
を
招
い
た
。

　
約
１
６
０
名
の
志
願
者
か
ら
選
抜
さ
れ

た
第
１
回
入
学
者
は
54
名
。
全
員
が
寄
宿

舎
で
生
活
し
た
。
最
初
の
１
年
間
、
学
生

は
北
里
柴
三
郎
博
士
が
設
立
し
た
芝
養
生

園
の
仮
養
成
所
で
学
び
、
翌
年
に
は
現
在

の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
転
し
た
。

入
学
金
・
授
業
料
は
無
料
で
、
そ
の
代
わ

り
卒
業
後
２
年
間
は
大
学
病
院
に
勤
務
す

る
義
務
年
限
が
あ
っ
た
。
修
業
年
限
は
当

初
２
年
間
だ
っ
た
の
が
、
２
年
半
、
３
年

と
延
長
さ
れ
、
逆
に
義
務
年
限
は
１
年
半

に
短
縮
さ
れ
た
の
ち
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　
１
９
２
２
︵
大
正
11
︶
年
に
は
同
じ
医

学
部
附
属
の
﹁
産
婆
養
成
所
﹂
が
設
立
さ

れ
、
看
護
婦
養
成
所
の
卒
業
生
も
入
学
し

た
。
こ
の
２
つ
の
養
成
所
は
、
１
９
４
４

︵
昭
和
19
︶
年
に
併
合
さ
れ
、﹁
看
護
婦
産

婆
養
成
所
﹂
と
な
っ
た
。

　
慶
應
義
塾
に
お
け
る
看
護
教
育
の
原
点

は
１
９
１
８
︵
大
正
７
︶
年
に
設
立
さ
れ

た
﹁
慶
應
義
塾
大
学
医
学
科
︵
の
ち
医
学

部
︶
附
属
看
護
婦
養
成
所
﹂︵
以
下
、
看
護

婦
養
成
所
︶。
翌
年
の
大
学
病
院
設
立
に

先
立
ち
看
護
婦
養
成
に
着
手
し
た
の
だ
。

初
代
所
長
に
は
後
の
医
学
部
長
で
あ
る
北

島
多
一
が
就
任
し
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら

　
第
２
次
世
界
大
戦
末
期
、
東
京
が
米
軍

機
に
よ
る
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

看
護
婦
産
婆
養
成
所
の
学
生
も
爆
撃
や
火

災
に
よ
る
負
傷
者
の
救
護
活
動
に
従
事
。

１
９
４
５
︵
昭
和
20
︶
年
５
月
24
日
未
明

の
空
襲
に
よ
っ

て
看
護
婦
寄
宿

舎
を
含
む
医
学

部
・
病
院
施
設

の
約
６
割
が
焼

失
し
た
も
の
の
、

学
生
た
ち
は
看

護
婦
、
医
師
と

協
力
し
て
約

２
０
０
名
の
患

者
を
一
人
の
命

大
学
病
院
を
支
え
た

「
看
護
婦
養
成
所
」

戦
争
の
苦
難
を
乗
り
越
え

新
し
い
時
代
に
再
生

慶
應
義
塾
の
看
護
教
育
１
０
０
年
の
挑
戦

今
年
で
そ
の
歴
史
が
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
と
な
る
慶
應
義
塾
の
看
護
教
育
。

１
９
１
８
年
の
「
看
護
婦
養
成
所
」、
戦
後
の
焼
け
跡
か
ら
再
出
発
し
た
「
厚
生
女
子
学
院
」、

そ
し
て
「
看
護
短
期
大
学
」
か
ら
現
在
の
「
看
護
医
療
学
部
」
へ
。

大
正
・
昭
和
・
平
成
と
い
う
時
代
の
中
で
挑
戦
し
続
け
て
き
た
そ
の
歩
み
を
た
ど
る
。

看護婦寄宿舎（1924 年）

耳鼻科診療室実習（1927 年）

終戦直後の信濃町キャンパスの惨状
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ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、２
０
０
５（
平

成
17
）
年
に
大
学
院
「
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
」
を
開
設
。
看
護
医
療
学
部
卒

業
生
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
学
部
出
身
者

や
社
会
人
も
多
く
学
び
、
看
護
、
健
康
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
分
野
の
実
務
家
と
研
究

者
を
養
成
し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
か
ら
は
看
護

医
療
学
部
と
医
学
部
、
薬
学
部
の
３
学
部

合
同
教
育
「
グ
ル
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
患
者
中
心
の
医
療
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
近
年
、
そ
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
チ
ー
ム
医

療
だ
が
、
医
療
系
３
学
部
の
学
生
が
交
流

を
深
め
つ
つ
、
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

も
失
う
こ
と
な
く
守
り
抜
い
た
。

　
戦
後
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
看
護
婦
産
婆
養
成
所
は
、
新
し
い

時
代
の
看
護
教
育
・
資
格
制
度
に
対
応
す

べ
く
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
「
厚

生
女
子
学
院
」
と
し
て
再
出
発
。
修
業
年

限
３
年
で
卒
業
生
は
看
護
婦
国
家
試
験
受

験
資
格
が
取
得
で
き
た
。
そ
の
後
、
１
９

８
８
（
昭
和
63
）
年
に
３
年
制
の
「
看
護

短
期
大
学
」
に
改
組
さ
れ
た
。

　
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
、
ま
す
ま
す

高
度
化
す
る
看
護
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

「
看
護
短
期
大
学
」
を
改
組
。
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
に
４
年
制
、男
女
共
学
の「
看

護
医
療
学
部
」
が
開
設
さ

れ
た
（
３
年
次
は
信
濃
町

キ
ャ
ン
パ
ス
）。
卒
業
生
は

看
護
師
に
加
え
、
選
択
に

よ
り
保
健
師
・
助
産
師
の

国
家
試
験
受
験
資
格
が
得

ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
や

医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど

保
健
・
医
療
・
福
祉
を
め

ぐ
る
社
会
環
境
の
変
化
と

て
の
実
践
を
学
べ
る
か
け
が
え
の
な
い
教

育
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
々
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、

１
世
紀
に
わ
た
っ
て
日
本
の
看
護
教
育
に

お
け
る
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

慶
應
義
塾
。
次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
挑

戦
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

高
度
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に

積
極
的
に
対
応
し
て
い
く

看護医療学部校舎（湘南藤沢キャンパス）

３学部合同の海外研修プログラムである
「ラオス・プライマリヘルスケア 保健医

療チーム活動プロジェクト｣ にて行った
小学校での手洗い教育（2016 年）

写
真
提
供
：
慶
應
看
護
１
０
０
年
記
念
事
業
ア
ー
カ
イ
ブ
、
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

慶應義塾 看護教育の歴史
1917（大正６）年 医学科を創設し、慶應義塾大学医学科附属看護

婦養成所の認可を得る

1918（大正７）年 芝白金三光町養生園に仮養成所を設置、第１回
生の養成を開始

1944（昭和19）年 医学科附属看護婦養成所を医学部附属看護婦
産婆養成所と改称

1950（昭和25）年 保健婦助産婦看護婦法により看護婦産婆養成所
を慶應義塾大学医学部附属厚生女子学院と改称

1954（昭和29）年 医学部附属准看護婦学院設置

1960（昭和35）年 医学部附属准看護婦学院廃止。准看護婦の進学
コースとして別科課程設置

1971（昭和46）年 大学病院附属高等看護学院（准看護婦の夜間進
学コース）設置

1976（昭和51）年 大学病院附属高等看護学院廃止、厚生女子学院
に合併し厚生女子学院に二部課程（定時制）設置

1977（昭和52）年 学校教育法、施行規則等の一部改正により厚生
女子学院は専修学校となる

1978（昭和53）年 厚生女子学院創立60周年記念式典挙行。厚生女
子学院進学科一部廃止

1983（昭和58）年 厚生女子学院進学科二部廃止

1988（昭和63）年 慶應義塾看護短期大学開校

1990（平成２）年 厚生女子学院廃止

2001（平成13）年 看護医療学部を開設

2003（平成15）年 看護短期大学廃止。信濃町の校舎は「孝養舎」と
改名

2005（平成17）年 大学院健康マネジメント研究科開設


